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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 10,780 △9.1 578 △45.0 35 △92.6 △118 ―

22年3月期第2四半期 11,856 △5.9 1,051 24.3 479 117.6 447 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △3.12 ―

22年3月期第2四半期 11.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 65,220 9,327 14.3 244.99
22年3月期 64,565 9,447 14.6 248.13

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  9,323百万円 22年3月期  9,443百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,300 △8.4 1,500 △34.3 400 △64.8 250 △59.5 6.70



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 38,640,000株 22年3月期  38,640,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  585,029株 22年3月期  582,709株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 38,056,380株 22年3月期2Q  38,065,156株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（1） 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気回復に向けた動きはみられたものの、失業
率が高水準にあるなど依然として厳しい状況が続きました。また、海外景気の下振れ懸念や円高・株
価の下落など、景気が更に下押しされるリスクも高まり、先行き不透明な状況で推移しました。 

県内経済においても同様に厳しい状況で推移する中、当社グループは３カ年の｢中期経営計画｣の中
間年として、積極的に事業を展開してまいりました。 

基幹の運輸事業では、バス交通の利便性・快適性向上に努めましたが、高速バスや貸切バスを中心
に輸送人員は減少し前年度比減収となりました。 

不動産事業では、連結子会社の㈱万代開発が運営する商業街区「万代シテイ」の魅力を高め、集客
力のアップに努めましたが、消費マインド低迷等の影響により、テナントからの売上歩合制賃料を中
心に前年度比減収となりました。 

経費面では、燃油価格が前年度比上昇しましたが、人件費を中心に諸経費抑制に努めました。 
この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、10,780百万円（前年同期比9.1％減）、営

業利益は578百万円（同45.0％減）、経常利益35百万円（同92.6％減）、四半期純損失は118百万円（前
年同期は四半期純利益447百万円）となりました。 
 

セグメントの業績の概況は、次の通りであります。 
 

○運輸事業 
乗合バス部門では、恒例となった「夏休み子供ワンコインバス（7月26日～8月31日）」の運行に

加え、「新潟駅～古町間のワンコインバス（4月24日～8月22日）」を行政連携のもと運行したほか、
ダイヤの見直し等を着実に図り利便性の改善に努めました。また、「プロ野球のオールスターゲー
ム（7月24日）」や「EXILEのコンサート（8月10日）」等の大型イベントにおいて、臨時バスの積極
的な運行に取り組みました。 

高速バス部門では、長野・富山・金沢線の3路線において、「栄（PA）」・「長岡北」の停留所を
追加し利便性の改善を図りましたが、ツアーバスの台頭による影響等により、県内線・県外線とも
前年同期比減収となりました。 

貸切バス部門では、昨年開催された「トキめき新潟国体（平成21年9月26日～10月6日）」におけ
るバス需要増加要因の剥落等により前年同期比減収となりました。 

この結果、運輸事業の売上高は5,081百万円（前年同期比5.5％減）となりました。 
 
○不動産事業 

不動産事業では、７月の万代シテイ大型施設4館による共同セールや「プロ野球オールスター パ
ブリックビューイング」、８月の「万代ジャズフェスティバル」、EXILEのコンサートに連動した期
間限定ショップの開設、９月の「にいがた総おどり」等の大型イベントをはじめ、ほぼ週末毎にイ
ベントを開催する等、万代シテイの集客力向上に努めました。しかしながら、消費マインドの低迷
を払拭するまでには至らず、テナントからの売上歩合制賃料を中心に前年同期比減収となりました。 

この結果、不動産事業の売上高は1,479百万円（前年同期比4.0％減）となりました。 
 

○商品販売事業 
主力の観光土産品販売部門では、「佐渡国際トライアスロン大会」や「にいがた総踊り」等のイ

ベントに積極的に臨時売店を出店し売上増強に努めましたが、昨年のＮＨＫ大河ドラマ「天地人」
の放映、「トキめき新潟国体」の開催、「シルバーウィーク」等に伴う観光客数増加と関連商品の
売上増を補うには至らず、前年同期比減収となりました。 

また、昨年６月末に園芸用品部門の株式会社浦浜農園の清算（平成22年1月清算結了）、及び今年
２月末に菓子類のフランチャイズ部門である株式会社スウィートファクトリージャパンをＭＢＯに
より当社グループから分離したことに伴い、商品販売事業の売上高は1,295百万円（前年同期比
29.6％減）となりました。 
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○旅館事業 

佐渡市内の「国際佐渡観光ホテル八幡館」では、大手旅行代理店によるツアー設定の増加、ホー
ムページリニューアルによるインターネット経由の予約客増加等、販路拡大を積極的に進めたもの
の、佐渡航路混乱の影響等による全島的な観光客数の減少をカバーするには至らず前年同期比減収
となりました。 

新潟市内の「万代シルバーホテル」では、インターネット用の宿泊プランの充実や館内レストラ
ンにおける「女子会プラン」「夏のパーティープラン」等の企画により集客強化を図りましたが、
一般宴会の伸び悩み等により前年同期比減収となりました。 

この結果、旅館事業の売上高は1,084百万円（前年同期比4.0％減）となりました。 
 

○その他事業 
旅行業では、年率換算で旅行費用が４％お得になる「くれよん積立友の会」の会員増強による顧

客囲い込みを図るとともに、個人型宿泊プランの「夏のおでかけパック」や「東京スカイツリーと
浅草」を見学する日帰りバスツアー、直行チャーター便で行く「大草原のモンゴル5日間」等の魅力
ある旅行商品の訴求に努めました。しかしながら、新潟地区への大手旅行業者の新規参入による競
争激化の影響等もあり前年同期比減収となりました。 

清掃・設備・環境業では、佐渡市からの委託業務が順調に推移したことに加え、古紙・アルミ等
のリサイクル品販売単価の回復もあり前年同期比増収となりました。 

その他の広告代理業、人材派遣業、航空代理事業では、引き続き厳しい事業環境の中で推移した
結果、前年同期比減収となりました。 

この結果、その他事業の売上高は1,839百万円（前年同期比6.6％減）となりました。 
 

 
（2） 連結財務状態に関する定性的情報 
①財政状態の変動状況 

   当第２四半期の総資産は、現金及び預金、売掛金の増加やリース資産（バス車両）の増加と減価償
却による有形固定資産の減少したことなどにより、前期末に比べ654百万円増加し、65,220百万円と
なりました。 

   負債は、借入金、未払金やリース負債の増加などにより、前期末に比べ774百万円増加し、55,892
百万円となりました。 

   また、純資産は、四半期純損失118百万円計上による利益剰余金の減少などにより、前期末に比べ
119百万円減少し、9,327百万円となり、自己資本比率は14.3％となっております。 

 
  ②キャッシュ・フローの状況 
   営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益62百万円に減価償却費などを加

減した結果、745百万円の資金収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定
資産取得による支出などにより、171百万円の資金支出となりました。 

   また、財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の増加による収入などにより、592百万円の
資金収入となりました。 

   この結果、当第２四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べ1,166百万円増加し、3,043
百万円となりました。 

 
 

（3） 連結業績予想に関する定性的情報 
平成22年11月２日付「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました平成23年３月期の通

期の連結業績予想に変更はございません。 
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２．その他の情報 

（1） 重要な子会社の異動の概要 

   該当事項はありません。 

 

 

（2） 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前年度の検討において使用した将来の業績予想や、

タックスプランニングを使用しております。 

 

 

（3） 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理の原則・手続の変更 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告24号 平

成20年３月10日）を適用しております。 

 これにより、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

２．表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸

表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内

閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」

の科目で表示しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,162,014 1,966,227

受取手形及び売掛金 1,264,385 1,098,576

商品及び製品 199,196 266,275

原材料及び貯蔵品 112,541 55,072

その他 681,692 804,000

貸倒引当金 △18,799 △36,407

流動資産合計 5,401,030 4,153,745

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 15,123,395 15,553,683

土地 40,927,720 41,037,973

その他（純額） 2,242,785 2,262,385

有形固定資産合計 58,293,902 58,854,042

無形固定資産 228,912 236,270

投資その他の資産 1,296,555 1,321,396

固定資産合計 59,819,370 60,411,709

資産合計 65,220,401 64,565,454

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 877,399 849,536

短期借入金 20,100,967 20,018,871

未払法人税等 92,686 98,677

賞与引当金 164,680 151,723

その他 2,611,765 2,435,366

流動負債合計 23,847,498 23,554,174

固定負債   

社債 100,000 100,000

長期借入金 21,855,452 21,250,814

再評価に係る繰延税金負債 6,100,009 6,101,538

退職給付引当金 442,566 508,391

役員退職慰労引当金 316,954 310,581

その他 3,230,077 3,292,627

固定負債合計 32,045,060 31,563,952

負債合計 55,892,558 55,118,126
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,220,800 4,220,800

資本剰余金 2,941,409 2,941,409

利益剰余金 △5,572,919 △5,358,464

自己株式 △98,783 △98,326

株主資本合計 1,490,506 1,705,419

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △12,204 △11,505

土地再評価差額金 7,844,860 7,749,315

評価・換算差額等合計 7,832,655 7,737,810

少数株主持分 4,680 4,098

純資産合計 9,327,842 9,447,327

負債純資産合計 65,220,401 64,565,454
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 11,856,986 10,780,144

売上原価 8,159,425 7,835,128

売上総利益 3,697,561 2,945,016

販売費及び一般管理費 2,646,219 2,366,701

営業利益 1,051,342 578,314

営業外収益   

受取利息 2,603 1,677

受取配当金 3,192 3,815

持分法による投資利益 5,200 10,266

その他 13,966 12,514

営業外収益合計 24,962 28,273

営業外費用   

支払利息 590,130 566,520

その他 6,722 4,673

営業外費用合計 596,853 571,194

経常利益 479,451 35,393

特別利益   

前期損益修正益 884 1,466

固定資産売却益 1,347 848

投資有価証券売却益 10,022 －

補助金収入 21,228 28,796

構造改革引当金戻入額 45,164 －

債務免除益 85,335 －

契約外賃貸収入 32,150 32,150

その他 10,795 91,292

特別利益合計 206,928 154,553

特別損失   

前期損益修正損 5,877 161

固定資産売却損 1,206 109,006

固定資産除却損 23,991 14,883

その他 2,818 3,351

特別損失合計 33,894 127,402

税金等調整前四半期純利益 652,485 62,544

法人税、住民税及び事業税 97,203 77,572

法人税等調整額 107,267 103,301

法人税等合計 204,471 180,873

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △118,328

少数株主利益 819 582

四半期純利益又は四半期純損失（△） 447,195 △118,910

- 7 -

新潟交通株式会社 (9017) 平成23年3月期 第2四半期決算短信



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 652,485 62,544

減価償却費 740,417 780,693

のれん償却額 832 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 35,882 △12,601

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,937 12,957

退職給付引当金の増減額（△は減少） △103,801 △65,825

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,414 6,373

受取利息及び受取配当金 △5,795 △5,492

支払利息 590,130 566,520

持分法による投資損益（△は益） △5,200 △10,266

固定資産売却損益（△は益） △140 108,158

固定資産除却損 14,819 9,539

投資有価証券売却損益（△は益） △10,020 －

売上債権の増減額（△は増加） △322,798 △165,809

たな卸資産の増減額（△は増加） 20,338 9,609

仕入債務の増減額（△は減少） 303,112 27,863

その他 △225,017 73,325

小計 1,692,767 1,397,591

利息及び配当金の受取額 11,823 9,508

利息の支払額 △594,195 △571,566

法人税等の支払額 △89,203 △90,043

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,021,192 745,489

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △158,281 △221,946

有形固定資産の売却による収入 6,296 78,117

投資有価証券の取得による支出 △625 △599

投資有価証券の売却による収入 14,025 －

貸付金の回収による収入 12,170 8,157

その他 29,939 △35,540

投資活動によるキャッシュ・フロー △96,476 △171,811

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △399,848 △205,266

長期借入れによる収入 2,264,100 3,765,860

長期借入金の返済による支出 △2,462,418 △2,873,860

リース債務の返済による支出 △61,277 △93,772

自己株式の取得による支出 △1,510 △457

自己株式の売却による収入 121 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △660,832 592,503

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 263,884 1,166,182

現金及び現金同等物の期首残高 1,648,048 1,877,674

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,911,932 3,043,857
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（4） 継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

 

（5） セグメント情報 

  １．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、基幹事業である運輸業の運行地域を中心に、地域の公共性及び発展につながる多角的事業を

展開しております。 

そのため、当社グループでは、各事業内容を基礎とした事業の種類別のセグメントから構成されており、「運

輸業」、「不動産業」、「商品販売業」、「旅館業」の４つを報告セグメントとしております。  

報告セグメントにおける各事業区分の事業内容は、以下のとおりであります。 

（1） 運輸業    旅客自動車運送業、タクシー業 

（2） 不動産業   不動産賃貸業、不動産売買業 

（3） 商品販売業  食品販売業、物品販売業 

（4） 旅館業、   ホテル業、旅館業 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年4月１日 至 平成22年9月30日）  

  （単位：百万円）

 

報告セグメント 

その他 

（注）1 
合計 

調整額 

（注）2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）3 
運輸業 不動産業 

商品 

販売業 
旅館業 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 5,081 1,479 1,295 1,084 8,940 1,839 10,780 － 10,780

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
82 276 42 13 415 353 768 △768 －

計 5,163 1,755 1,338 1,098 9,355 2,193 11,548 △768 10,780

 セグメント利益又は
損失（△） 

△223 579 85 47 489 87 577 1 578

（注） １．「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設

備・環境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

 （追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 

 

 （6） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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